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１　

は
じ
め
に

（
１
）
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２
が
規
定
す
る
住

民
訴
訟
は
、
同
法
２
４
２
条
の
住
民
監
査
請
求
を

経
な
け
れ
ば
提
訴
出
来
な
い
も
の
（
住
民
監
査
請

求
前
置
主
義
）
で
あ
り
、住
民
訴
訟
に
お
い
て
は
、

住
民
監
査
請
求
が
適
法
な
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か

は
、
重
要
な
争
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
最
高
裁
昭
和
63
年
４
月
22
日
第
二
小
法
廷
判

決
（
（
（

は
、
精
華
町
監
査
委
員
が
地
方
自
治
法
２
４
２

条
２
項
た
だ
し
書
を
適
用
し
て
、
住
民
監
査
請
求

を
適
法
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
事
案
に
つ
い

て
、「
精
華
町
監
査
委
員
が
本
件
監
査
請
求
に
つ

い
て
誤
つ
て
法
二
四
二
条
二
項
但
書
に
い
う
「
正

当
な
理
由
」
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
受
理
し
、
監

査
を
行
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
、

監
査
請
求
の
期
間
を
徒
過
し
た
本
件
監
査
請
求
ひ

い
て
は
本
件
訴
え
が
適
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
も
当
然
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
住
民
監
査

請
求
が
適
法
で
あ
る
か
否
か
は
裁
判
所
が
独
自
に

判
断
で
き
る
旨
を
明
確
に
判
示
し
、
住
民
監
査
請

求
自
体
が
請
求
期
間
を
経
過
し
た
不
適
法
な
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
訴
え
を
却
下
す
る
旨
判
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
は
住
民
監
査
請

求
に
つ
い
て
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
当

該
行
為
の
あ
つ
た
日
又
は
終
わ
つ
た
日
か
ら
一
年

を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。」
と
規
定
し
、当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
（
ま

た
は
終
わ
っ
た
日
）
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き

は
住
民
監
査
請
求
は
出
来
な
い
旨
の
い
わ
ゆ
る

「
１
年
ル
ー
ル
」
を
明
記
し
て
お
り
、
１
年
以
上

前
の
出
来
事
を
問
題
と
す
る
住
民
訴
訟
に
お
い
て

は
、「
１
年
ル
ー
ル
」
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
は
、

ま
さ
に
決
定
的
な
争
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
４
）ち
な
み
に
、地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
が「
１

年
ル
ー
ル
」
を
規
定
し
た
趣
旨
に
つ
い
て
、
前
掲

最
高
裁
昭
和
63
年
４
月
22
日
第
二
小
法
廷
判
決

は
、「
地
方
自
治
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

二
四
二
条
二
項
本
文
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

執
行
機
関
・
職
員
の
財
務
会
計
上
の
行
為
は
、
た

と
え
そ
れ
が
違
法
・
不
当
な
も
の
で
あ
つ
た
と
し

て
も
、
い
つ
ま
で
も
監
査
請
求
な
い
し
住
民
訴
訟

の
対
象
と
な
り
得
る
と
し
て
お
く
こ
と
が
法
的
安

定
性
を
損
な
い
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
、
監
査
請

求
の
期
間
を
定
め
た
。」
と
判
示
し
、「
法
的
安
定

性
」
の
見
地
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
本
稿
で
紹
介
す
る
最
高
裁
平
成
（4
年
７
月
２

日
第
三
小
法
廷
判
決
は
、
談
合
は
入
札
者
間
に
お

い
て
、
秘
密
裡
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
談
合

談
合
事
件
に
関
す
る
住
民
訴
訟
と
地
方
自
治
法
２
４
２
条

２
項
が
規
定
す
る
「
１
年
ル
ー
ル
」

弁
護
士松

崎
　
勝

水
道
工
事
談
合
各
社
損
害
賠
償
住
民
訴
訟
事
件

最
高
裁
平
成
14
年
７
月
２
日
第
三
小
法
廷
判
決
（
民
集
56
巻
６
号
１
０
４
９
頁
）

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識
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の
事
実
は
、
契
約
締
結
時
か
ら
す
れ
ば
、
１
年
以

上
経
っ
て
か
ら
発
覚
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
訴
訟
に
お
い
て
談
合
者
の
法
的
責

任
を
問
い
得
る
の
か
、「
１
年
ル
ー
ル
」
と
の
関

係
が
ま
さ
に
真
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
住
民
訴
訟
の
役
割
等
を
考
え
る
上
で
重
要
な

判
例
で
あ
る
。

２　

事
案
の
概
要

（
１
）
富
山
県
（
よ
り
具
体
的
に
は
、
富
山
県
企
業

局
管
理
者
）
は
、
指
名
業
者
５
社
に
よ
る
指
名
競

争
入
札
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
Ｙ
電
機
と
の
間

で
、
①
平
成
３
年
５
月
2（
日
、
水
道
管
理
所
の
監

視
制
御
装
置
更
新
工
事
契
約
、
②
平
成
５
年
６
月

30
日
、
水
道
管
理
所
の
監
視
制
御
装
置
更
新
工
事

契
約
を
締
結
し
て
い
た
。

（
２
）
公
正
取
引
委
員
会
は
、
上
記
①
、
②
の
指
名

競
争
入
札
に
際
し
、
入
札
参
加
者
５
社
に
お
い
て

談
合
が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
平
成
６
年
３
月
25

日
か
ら
審
査
を
開
始
し
、
平
成
７
年
８
月
８
日
に

独
禁
法
３
条
違
反
を
理
由
に
課
徴
金
納
付
命
令
を

発
出
し
、
１
社
を
除
く
４
社
は
課
徴
金
を
納
付
し

た
。

 

（
３
）
原
告
ら
は
富
山
県
の
住
民
で
あ
る
が
、
平
成

７
年
（（
月
2（
日
、
富
山
県
監
査
委
員
に
対
し
、
上

記
談
合
５
社
に
対
し
、
富
山
県
が
蒙
っ
た
損
害
を

填
補
す
る
よ
う
住
民
監
査
請
求
を
行
っ
た
。

（
４
）
富
山
県
監
査
委
員
は
、
平
成
８
年
１
月
23
日
、

原
告
ら
の
上
記
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
は
、「
１

年
ル
ー
ル
」
に
反
す
る
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
と

し
て
却
下
し
た
。

３　

第
１
審
：
富
山
地
裁
平
成
９
年
４

月
16
日
判
決
（
判
例
地
方
自
治

１
７
１
号
40
頁
）

（
１
）
原
告
ら
は
、
平
成
（4
年
法
律
第
４
号
に
よ
る

改
正
前
の
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２
第
１
項

４
号
に
基
づ
き
、
Ｙ
社
他
４
社
を
被
告
と
し
て
、

富
山
県
に
対
し
、
連
帯
し
て
金
１
億
２
６
８
９
万 

６
０
０
０
円
及
び
遅
延
損
害
の
支
払
い
を
求
め
る

住
民
訴
訟
を
提
起
し
た
。

（
２
）
被
告
５
社
は
、
原
告
ら
の
本
訴
請
求
に
対
し

本
案
前
の
答
弁
と
し
て
、
①
本
件
に
つ
い
て
は
地

方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
の
「
１
年
ル
ー
ル
」
が

適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
７
年
（（
月
2（
日

の
住
民
監
査
請
求
は
、
契
約
締
結
日
（
平
成
３
年

５
月
2（
日
、
平
成
５
年
６
月
30
日
）
か
ら
す
れ
ば

１
年
以
上
経
過
し
て
な
さ
れ
た
不
適
法
な
も
の
で

あ
る
、
②
地
方
自
治
法
２
４
２
条
２
項
た
だ
し
書

の
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
平
成

６
年
３
月
26
日
の
朝
日
新
聞
富
山
版
に
、
公
正
取

引
委
員
会
の
立
入
検
査
の
件
が
報
道
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
平
成
７
年
８
月
９
日
の
日
経
新
聞
全

国
版
に
課
徴
金
納
付
命
令
の
件
が
報
道
さ
れ
て
お

り
、
上
記
事
実
か
ら
す
れ
ば
、「
正
当
な
理
由
」

は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
不
適
法
な
も
の
で

あ
る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
本
案
の
主
張
と
し

て
、
そ
も
そ
も
富
山
県
に
被
告
５
社
に
対
す
る
損

害
賠
償
請
求
権
は
発
生
し
て
い
な
い
と
主
張
し

た
。

（
３
）
富
山
地
裁
は
、
上
記
①
の
主
張
に
つ
い
て
、

最
高
裁
昭
和
62
年
２
月
20
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
2
（

を

引
用
し
た
う
え
、「
原
告
ら
は
、
本
件
談
合
が
富

山
県
に
対
す
る
不
法
行
為
に
当
た
る
と
主
張
し
て

い
る
。
し
か
し
、
談
合
自
体
は
地
方
公
共
団
体
と

は
何
ら
関
係
な
く
業
者
間
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
談
合
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
地

方
公
共
団
体
に
損
害
が
発
生
し
、
地
方
公
共
団
体

が
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
談
合
に
基
づ
き
不
正
な
入
札

価
格
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
価
額
で
落
札
さ
れ
て
そ

の
落
札
し
た
業
者
が
入
札
に
係
る
工
事
を
受
注
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
そ
の
契
約
に

係
る
代
金
支
払
義
務
が
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

右
受
注
に
よ
り
初
め
て
そ
の
地
方
公
共
団
体
に
損

害
が
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
落
札
者
で
あ
る
業
者
と

地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
契
約
締
結
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
務
会
計
行
為
に
他
な
ら
な
い
。」
と

判
示
し
、
続
け
て
、「
そ
し
て
、
右
契
約
締
結
は
、

入
札
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
談
合
に
基
づ
き
行
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わ
れ
た
入
札
は
違
法
と
い
う
他
な
く
、
し
た
が
っ

て
、
右
契
約
締
結
も
違
法
、
無
効
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
け
る
原

告
ら
の
監
査
請
求
は
、
財
務
会
計
上
の
行
為
が
違

法
、
無
効
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
き
発
生
す
る
実
体

法
上
の
請
求
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
に
係
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
法
二
四
二
条
二
項
（
期
間
制
限
）

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

と
判
示
し
、結
論
と
し
て
、住
民
監
査
請
求
は
、「
１

年
ル
ー
ル
」
に
反
す
る
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
と

判
示
し
た
う
え
、
上
記
②
の
主
張
に
つ
い
て
は
、

被
告
ら
主
張
の
新
聞
報
道
を
事
実
と
し
て
認
定
し

た
う
え
、「
原
告
ら
が
本
件
監
査
請
求
を
行
っ
た

平
成
七
年
一
一
月
二
七
日
は
、
前
記
八
月
九
日
か

ら
三
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
監
査

請
求
は
相
当
期
間
内
に
な
さ
れ
た
も
の
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。」
と
判
示
し
、
結
論
と
し
て
、
住
民

監
査
請
求
は
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
訴

え
却
下
」
の
判
決
を
な
し
た
。

 

４　

控
訴
審
：
名
古
屋
高
裁
金
沢
支

部
平
成
10
年
４
月
22
日
判
決
（
判
例

タ
イ
ム
ズ
１
０
０
２
号
１
６
５
頁
）

（
１
）
原
告
ら
は
、
第
１
審
判
決
を
不
服
と
し
て
控

訴
し
た
。

（
２
）
原
告
ら
（
控
訴
人
ら
）
は
、第
２
審
（
控
訴
審
）

に
お
い
て
、
①
第
１
審
判
決
が
前
掲
最
高
裁
昭
和

62
年
２
月
20
日
第
二
小
法
廷
判
決
を
引
用
し
た
こ

と
は
、
控
訴
人
ら
の
主
張
を
曲
解
し
た
も
の
で
あ

る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
②
平
成
９
年
１
月
28

日
第
三
小
法
廷
判
決（
３
（を

引
用
し
、「
１
年
ル
ー
ル
」

の
起
算
日
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
被
告
５
社
に

対
し
課
徴
金
納
付
命
令
を
発
出
し
た
平
成
７
年
８

月
８
日
で
あ
る
旨
主
張
し
、
平
成
７
年
（（
月
2（
日

の
住
民
監
査
請
求
は
、「
１
年
ル
ー
ル
」
に
違
反

し
て
い
な
い
旨
を
主
張
し
た
。

（
３
）
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
は
、
上
記
①
の
主
張

に
つ
い
て
は
、「
控
訴
人
ら
は
、
公
共
団
体
で
あ

る
富
山
県
は
談
合
を
し
た
被
控
訴
人
ら
に
騙
さ
れ

て
本
件
各
契
約
の
締
結
（
財
務
会
計
行
為
）
を
し

た
に
す
ぎ
ず
、
公
共
団
体
で
あ
る
富
山
県
側
に
な

ん
ら
違
法
な
点
は
な
い
か
ら
、
本
件
各
契
約
の
締

結
行
為
は
違
法
で
も
無
効
で
も
な
い
旨
主
張
す
る

が
、
そ
の
契
約
の
締
結
に
際
し
て
公
共
団
体
で
あ

る
富
山
県
側
に
何
ら
違
法
な
点
が
な
い
と
し
て

も
、
本
件
各
契
約
の
締
結
（
財
務
会
計
行
為
）
が

客
観
的
に
違
法
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
右
に

説
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
し
、
昭
和
六
二
年
判
決

に
い
う
「
財
務
会
計
上
の
行
為
が
違
法
、
無
効
で

あ
る
こ
と
に
基
づ
き
発
生
す
る
実
体
法
上
の
請
求

権
の
行
使
を
違
法
に
怠
る
事
実
」（
以
下
こ
れ
を

「
不
真
正
怠
る
事
実
」
と
い
う
。）
の
「
財
務
会
計

上
の
行
為
が
違
法
、
無
効
」
と
は
「
財
務
会
計
上

の
行
為
が
違
法
若
し
く
は
無
効
」
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
財
務
会
計
上
の
行
為
が
無
効
で
あ

る
こ
と
は
必
要
要
件
と
は
さ
れ
て
い
な
い
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
ら
の
主
張
の

と
お
り
本
件
各
契
約
の
締
結
行
為
が
有
効
で
あ
る

と
し
て
も
、
本
件
各
契
約
の
締
結
が
違
法
と
認
め

ら
れ
る
以
上
は
本
件
に
つ
い
て
昭
和
六
二
年
判
決

の
法
理
の
適
用
を
否
定
す
べ
き
理
由
と
は
な
ら
な

い
。」
と
判
示
し
、
さ
ら
に
「
前
記
の
「
不
真
正

怠
る
事
実
」
に
係
る
監
査
請
求
で
あ
る
か
否
か
は

監
査
請
求
人
の
法
律
構
成
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
前
に
説
示

し
た
と
お
り
、
控
訴
人
ら
が
主
張
す
る
被
控
訴
人

ら
の
不
法
行
為
、
す
な
わ
ち
本
件
各
工
事
に
つ
い

て
の
入
札
業
者
の
談
合
に
よ
る
不
法
行
為
は
本
件

各
契
約
締
結
に
よ
っ
て
初
め
て
損
害
が
具
体
化
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
控
訴
人
ら
の
不
法
行
為

に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
成
立
し
、
そ
の
行
使

を
怠
っ
て
い
る
と
す
る
に
は
本
件
各
契
約
の
締
結

（
財
務
会
計
行
為
）
が
前
提
と
し
て
存
在
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
右
談
合
に
よ
る
不
法
行
為
と

財
務
会
計
上
の
行
為
で
あ
る
本
件
各
契
約
締
結
行

為
の
違
法
と
は
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
控
訴
人
ら

に
よ
る
本
件
監
査
請
求
は
客
観
的
に
み
て
前
記
の

「
財
務
会
計
上
の
行
為
が
違
法
、
無
効
で
あ
る
こ

と
に
基
づ
き
発
生
す
る
実
体
法
上
の
請
求
権
の
行

使
を
違
法
に
怠
る
事
実
」
に
係
る
監
査
請
求
と
み
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る
べ
き
も
の
で
あ
る
。」と
判
示
し
、結
論
と
し
て
、

「
こ
の
点
の
控
訴
人
ら
の
主
張
も
採
用
で
き
な

い
。」
と
判
示
し
、
さ
ら
に
上
記
②
の
主
張
に
つ

い
て
は
、「
右
平
成
九
年
判
決
の
法
理
に
よ
る
法

二
四
二
条
二
項
の
期
間
制
限
の
規
定
の
適
用
に
当

た
っ
て
も
、
同
項
本
文
の
本
来
の
規
定
が
財
務
会

計
上
の
行
為
に
つ
い
て
の
住
民
の
知
、
不
知
に
か

か
わ
ら
ず
財
務
会
計
上
の
行
為
の
時
点
か
ら
一
年

以
内
に
監
査
請
求
期
間
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
財
政
の
健
全
化
と
財
務
会
計
上
の
行
為

の
法
的
安
定
性
と
の
調
和
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
し
て
、
そ
の
起
算
点
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

務
会
計
担
当
者
の
主
観
的
事
情
に
左
右
さ
れ
ず
に

で
き
る
だ
け
客
観
的
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
右
判
決
に
い
う
「（
財
務
会
計
上
の
行
為

が
違
法
、
無
効
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
発
生
す

る
実
体
法
上
の
）
請
求
権
が
右
財
務
会
計
上
の
行

為
が
な
さ
れ
た
時
点
で
は
い
ま
だ
発
生
し
て
お
ら

ず
、
又
は
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
」
と
は
、
財
務
会
計
上
の
行
為
が
な
さ
れ
た
時

点
で
右
請
求
権
自
体
が
法
律
上
発
生
し
て
い
な
い

場
合
、
又
は
、
請
求
権
自
体
は
既
に
発
生
し
て
い

る
が
、
そ
れ
を
行
使
す
る
に
つ
い
て
法
律
上
の
障

害
若
し
く
は
こ
れ
と
同
視
し
う
る
よ
う
な
客
観
的

な
障
害
の
あ
る
場
合
を
い
う
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
っ
て
、
財
務
会
計
上
の
行
為
が
な
さ
れ
た
時

点
で
請
求
権
自
体
は
既
に
発
生
し
て
い
る
の
に
、

地
方
公
共
団
体
の
財
務
会
計
担
当
者
が
当
該
財
務

会
計
上
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
た
め
に
事
実
上
右
請
求
権
の
行
使
が
で
き

な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
含
ま
れ
な
い
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
結
論
と

し
て
、「
平
成
９
年
判
決
を
根
拠
と
す
る
控
訴
人

ら
の
主
張
も
採
用
で
き
な
い
。」
と
判
示
し
、
第

１
審
判
決
を
是
認
し
、「
控
訴
棄
却
」
の
判
決
を

な
し
た
。

５　

上
告
審:

最
高
裁
平
成
14
年
７
月

２
日
第
三
小
法
廷
判
決
（
民
集
56
巻

６
号
１
０
４
９
頁
）

（
１
）
原
告
ら
は
、
上
記
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
判

決
の
「
１
年
ル
ー
ル
」
の
適
用
が
誤
っ
て
い
る
と

し
て
上
告
し
た
。

（
２
）最
高
裁
は
、本
件
住
民
監
査
請
求
に「
１
年
ル
ー

ル
」
が
適
用
さ
れ
る
と
の
控
訴
審
の
判
断
は
是
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
判
示
し
た
。

（
３
）
最
高
裁
の
判
示
を
列
記
す
れ
ば
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　

す
な
わ
ち
、
最
高
裁
は

ア　
「
法
２
４
２
条
１
項
は
、
普
通
地
方
公
共
団

体
の
住
民
が
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
違

法
、
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事

実
に
つ
き
監
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
規
定
は
、

上
記
の
監
査
請
求
の
対
象
事
項
の
う
ち
行
為
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
が
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た

日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
監
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
財
務
会
計
上
の
行
為
は
、
た
と

え
そ
れ
が
財
務
会
計
法
規
に
違
反
し
て
違
法
で

あ
る
か
、
又
は
財
務
会
計
法
規
に
照
ら
し
て
不

当
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
い
つ
ま
で
も
監

査
請
求
な
い
し
住
民
訴
訟
の
対
象
と
な
り
得
る

と
し
て
お
く
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
を
損
な
い

好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
監
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
を
行
為
が
完
了
し
た
日
か

ら
１
年
間
に
限
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」

イ　
「
こ
れ
に
対
し
、
上
記
の
対
象
事
項
の
う
ち

怠
る
事
実
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
期
間
制
限

は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
は
怠
る
事
実
が

現
に
存
す
る
限
り
い
つ
で
も
監
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

本
件
規
定
が
、
継
続
的
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
存
続
す
る
限
り
は
監
査
請
求
期
間
を
制
限
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
怠
る
事

実
が
存
在
す
る
限
り
は
こ
れ
を
制
限
し
な
い
こ

と
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。」

ウ　
「
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
場
合
に
も
上

記
の
原
則
を
貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
本
件
規
定
の
法
意
に
照

ら
し
て
、
そ
の
例
外
を
認
め
る
べ
き
場
合
も
あ
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る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
請
求
が

実
質
的
に
は
財
務
会
計
上
の
行
為
を
違
法
、
不

当
と
主
張
し
て
そ
の
是
正
等
を
求
め
る
趣
旨
の

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
請
求
人
に
お
い
て
怠
る
事
実
を
対
象

と
し
て
監
査
請
求
を
す
る
形
式
を
採
り
さ
え
す

れ
ば
、
上
記
の
期
間
制
限
が
及
ば
な
い
こ
と
に

な
る
と
す
る
と
、
本
件
規
定
の
趣
旨
を
没
却
す

る
こ
と
に
な
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
、
監
査
請
求
の
対
象
と
し
て
何
を
取
り

上
げ
る
か
は
、
基
本
的
に
は
請
求
を
す
る
住
民

の
選
択
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
監

査
請
求
の
対
象
は
、
当
該
監
査
請
求
に
お
い
て

請
求
人
が
何
を
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
か

を
、
請
求
書
の
記
載
内
容
、
添
付
書
面
等
に
照

ら
し
て
客
観
的
、
実
質
的
に
判
断
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。」

エ　
「
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
怠
る
事

実
を
対
象
と
し
て
さ
れ
た
監
査
請
求
で
あ
っ
て

も
、
特
定
の
財
務
会
計
上
の
行
為
が
財
務
会
計

法
規
に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
か
又
は
こ
れ
が

違
法
で
あ
っ
て
無
効
で
あ
る
か
ら
こ
そ
発
生
す

る
実
体
法
上
の
請
求
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
を

対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
行

為
が
違
法
と
さ
れ
て
初
め
て
当
該
請
求
権
が
発

生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
監
査
委
員
は
当
該
行

為
が
違
法
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば

当
該
怠
る
事
実
の
監
査
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
を
客
観
的
、

実
質
的
に
み
れ
ば
、
当
該
行
為
を
対
象
と
す
る

監
査
を
求
め
る
趣
旨
を
含
む
も
の
と
み
ざ
る
を

得
ず
、
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た

日
を
基
準
と
し
て
本
件
規
定
を
適
用
す
べ
き
も

の
で
あ
る
（
前
掲
最
高
裁
昭
和
62
年
２
月
20
日

第
二
小
法
廷
判
決
参
照
）。」

オ　
「
し
か
し
、
怠
る
事
実
に
つ
い
て
は
監
査
請

求
期
間
の
制
限
が
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
、
上

記
の
よ
う
に
そ
の
制
限
が
及
ぶ
と
い
う
べ
き
場

合
は
そ
の
例
外
に
当
た
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ

ば
、
監
査
委
員
が
怠
る
事
実
の
監
査
を
遂
げ
る

た
め
に
は
、
特
定
の
財
務
会
計
上
の
行
為
の
存

否
、
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
も
、
当
該
行
為
が
財
務
会
計
法
規

に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
は
な
い
場
合
に

は
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に

あ
っ
た
上
記
第
二
小
法
廷
判
決
の
場
合
と
異
な

り
、
当
該
怠
る
事
実
を
対
象
と
し
て
さ
れ
た
監

査
請
求
は
、
本
件
規
定
の
趣
旨
を
没
却
す
る
も

の
と
は
い
え
ず
、
こ
れ
に
本
件
規
定
を
適
用
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
。」

カ　
「
本
件
監
査
請
求
の
対
象
事
項
は
、
県
が
被

上
告
人
ら
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権

の
行
使
を
怠
る
事
実
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

当
該
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
被
上
告
人
ら
が
談

合
を
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
被
上
告
人
Ｙ
電
機

に
お
い
て
県
の
実
施
し
た
指
名
競
争
入
札
に
応

札
し
て
落
札
の
上
県
と
不
当
に
高
額
の
代
金
で

請
負
契
約
を
締
結
し
て
県
に
損
害
を
与
え
る
不

法
行
為
に
よ
り
発
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
件
監
査
請
求
を
遂
げ
る
た

め
に
は
、
監
査
委
員
は
、
県
が
同
被
上
告
人
と

請
負
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
や
そ
の
代
金
額
が

不
当
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
を
検
討
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
県
の
同
契
約
締

結
や
そ
の
代
金
額
の
決
定
が
財
務
会
計
法
規
に

違
反
す
る
違
法
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
初

め
て
県
の
被
上
告
人
ら
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
権
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
被
上
告
人

ら
の
談
合
、
こ
れ
に
基
づ
く
被
上
告
人
Ｙ
電
機

の
入
札
及
び
県
と
の
契
約
締
結
が
不
法
行
為
法

上
違
法
の
評
価
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
に
よ
り
県
に
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど

を
確
定
し
さ
え
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
か

ら
、
本
件
監
査
請
求
は
県
の
契
約
締
結
を
対
象

と
す
る
監
査
請
求
を
含
む
も
の
と
み
ざ
る
を
得

な
い
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を

認
め
て
も
、
本
件
規
定
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
本
件
監
査
請
求
に
は
本
件
規

定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。」
と
判
示
し
、
結
論
と
し
て
、
前
掲
最
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高
裁
昭
和
62
年
２
月
20
日
第
二
小
法
廷
判
決
の

法
理
は
本
件
に
は
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
判
示

し
、
第
１
審
、
控
訴
審
判
決
を
い
ず
れ
も
取
消

し
、
本
件
を
富
山
地
方
裁
判
所
に
差
戻
す
判
決

を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

６　

お
わ
り
に
―
本
判
決
の
意
義
、
射

程
に
つ
い
て

（
１
）
入
札
に
お
け
る
談
合
行
為
は
、
す
で
に
述
べ

た
と
お
り
、
秘
密
裡
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

談
合
の
事
実
の
発
覚
は
、
契
約
締
結
時
か
ら
す
れ

ば
１
年
以
上
後
に
発
覚
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、

「
１
年
ル
ー
ル
」
を
適
用
し
た
場
合
に
は
、
住
民

監
査
請
求
は
不
適
法
と
な
り
、
住
民
訴
訟
で
談
合

者
（
談
合
企
業
）
の
法
的
責
任
を
追
及
す
る
こ
と

は
事
実
上
不
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
地
方
公

共
団
体
の
契
約
は
競
争
原
理
に
基
づ
き
適
正
に
締

結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
原
理
、
原
則

か
ら
す
れ
ば
、
談
合
行
為
は
、
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
背
信
行
為
で
あ
り
、ま
さ
に
加
害
行
為（
不

法
行
為
）
な
の
で
あ
り
、
談
合
者
に
つ
い
て
は
、

厳
し
く
責
任
を
問
わ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
な
の
で

あ
る
。

（
３
）
最
高
裁
平
成
（4
年
７
月
２
日
第
三
小
法
廷
判

決
は
、
談
合
問
題
と
住
民
訴
訟
と
の
関
係
に
つ
い

て
、「
１
年
ル
ー
ル
」
の
適
用
が
な
い
旨
を
明
確

に
判
示
し
、
住
民
訴
訟
に
よ
り
談
合
者
の
法
的
責

任
を
追
及
す
る
こ
と
が
出
来
る
旨
判
示
し
た
の
で

あ
り
、
談
合
問
題
に
つ
い
て
最
高
裁
が
厳
し
い
対

応
を
な
す
こ
と
を
明
確
に
し
た
判
決
を
し
た
も
の

と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
な
お
本
判
決
で
判
示
さ
れ
た
「
１
年
ル
ー
ル
」

に
関
す
る
法
理
、
す
な
わ
ち
「
真
正
怠
る
事
実
」

に
該
当
す
る
か
、「
不
真
正
怠
る
事
実
」
に
該
当

す
る
か
否
か
の
判
断
基
準
は
、
監
査
委
員
の
監
査

対
象
事
項
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
の
法
理
は
、

地
方
公
共
団
体
の
契
約
を
巡
る
住
民
訴
訟
に
適
用

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
現
に
、
本
判
決
か
ら
約
３
ヶ

月
後
に
出
さ
れ
た
最
高
裁
平
成
（4
年
（0
月
３
日
第

一
小
法
廷
判
決
（
4
（

は
、談
合
問
題
で
は
な
い
も
の
の
、

工
事
代
金
額
を
増
額
す
る
等
の
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て
も
、
上
記
法
理
に
よ
り
「
１
年
ル
ー
ル
」

の
適
用
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
旨
を
判
示
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
本
判
決
は
重
要
な

判
決
な
の
で
あ
る
。

 注（
１
）
判
例
地
方
自
治
48
号
35
頁

（
２
）
民
集
4（
巻
１
号
１
２
２
頁

判
例
地
方
自
治
37
号
７
頁

（
３
）
民
集
5（
巻
１
号
２
８
７
頁

（
４
）
民
集
5（
巻
８
号
１
６
１
１
頁

●第 34 号（20（3 年８月発売）　定価（本体 （,（43 円＋税）
・特集　大規模災害と自治体の対応

災害対策基本法等の一部を改正する法律の概要
今後想定される大規模地震・津波災害と今後の対応
大規模災害と自治体連携―組織間災害援助の成果と課題
災害リスクと防災のまちづくり

・CLOSE UP　先進・ユニーク条例
武蔵野市雨水の地下への浸透及び有効利用の推進に関する条例について
習志野市からだ・心・歯の健康づくりを推進し、地域社会全体で個人の健康を支え守
るための社会環境の整備に取り組むまちづくり条例（通称）健康なまちづくり条例

・トピックス
地域の元気創造プランについて（地域での経済循環の創造）
神奈川県臨時特例企業税最高裁判決の検証
　～地方税法と法定外税条例の関係～

フリーコール（通話料無料）
受付時間：月～金 9時から17時

TEL：0120-953-431
FAX：0120-953-495 URL：http://gyosei.jpWeb

サイト商品に関するご照会・お申込は、  株式会社


